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４. 使用機材

GNSSアンテナと

作業進路

（１）AgriBus

    http://agri

https://play.google.com/store/apps

&hl=ja

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）MachineryGuide 

 http://www.machineryguideapp.com

 https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

 

 

（３）FarmerGPS  

    http://www.farmergps.com

機材は 

アンテナと

進路を表示する

AgriBus-NAVI  

http://agri-info

https://play.google.com/store/apps

&hl=ja 

MachineryGuide 

http://www.machineryguideapp.com

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

FarmerGPS  

http://www.farmergps.com

アンテナと受信機でそれぞれ

を表示するモニター

NAVI  ：Android

info-design.com/products.html

https://play.google.com/store/apps

MachineryGuide ：Android

http://www.machineryguideapp.com

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

FarmerGPS  ：Windows

http://www.farmergps.com

それぞれ構成された

モニター（タブレット

Android アプリ

design.com/products.html

https://play.google.com/store/apps

Android アプリ

http://www.machineryguideapp.com

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

Windows ソフト

http://www.farmergps.com 

構成された基地局と移動局

タブレット等）と

アプリ、無償（

design.com/products.html

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.agri_info_design.AgriBusNavi

 

アプリ、有償（

http://www.machineryguideapp.com 

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

ソフト、有償（約

基地局と移動局

とソフトウエア

（一部有償約

design.com/products.html 

/details?id=com.agri_info_design.AgriBusNavi

（約 20,000

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

 

約 50,000 円

基地局と移動局のセット

ソフトウエア（下記参照

約 6,000 円／年

/details?id=com.agri_info_design.AgriBusNavi

20,000 円）、ハンガリー製

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

円）、カナダ製

のセット （OER

下記参照） 

円／年）、日本製

/details?id=com.agri_info_design.AgriBusNavi

ハンガリー製

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja

、カナダ製 

OER-RTK-1

、日本製 

/details?id=com.agri_info_design.AgriBusNavi

ハンガリー製。 

https://play.google.com/store/apps/details?id=hu.zbertok.machineryguide&hl=ja 

1） 

/details?id=com.agri_info_design.AgriBusNavi

 



 

５. 作業の効率化事例
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る代かき作業を実施した作業軌跡

部分はしろかき作業の

ッチ（直線の間隔）を

ガイダンスにしたがって作業することで、

増加したが、円滑
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区画（30m×100m
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部分はしろかき作業の

ッチ（直線の間隔）を 2.3ｍに設定して

ガイダンスにしたがって作業することで、

円滑な方向転換

大幅に向上している

。 

 

作業幅が狭いと方向転換時に「切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス
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100m）の水田圃場

る代かき作業を実施した作業軌跡である

部分はしろかき作業の鋤き残し部分を示す。

ｍに設定して作業を実施

ガイダンスにしたがって作業することで、

方向転換等で作業速度

しているので、

切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス

、１行程とばして１列おきにスムーズに旋回できる。

水田圃場において、

である。上側はガイダンスを

残し部分を示す。

作業を実施

ガイダンスにしたがって作業することで、重複程度が正確

作業速度が

、やり残し

切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス

、１行程とばして１列おきにスムーズに旋回できる。

において、作業幅

ガイダンスを

残し部分を示す。下側の圃場では

作業を実施した（左右

重複程度が正確になったことで

が低下せずに

やり残しを気にしなくて

切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス

、１行程とばして１列おきにスムーズに旋回できる。 

作業幅 2.5m

ガイダンスを使用していない

圃場では、

左右 0.1m は

になったことで

に、作業時間はほぼ同

気にしなくて済む

行程数：

作業時間：

ガイダンス

行程数：

作業時間：

切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス

2.5m の水田ハローによ

使用していない対照圃場

、ガイダンスの作業ピ

は隣接との重複部分

になったことで往復２行程

作業時間はほぼ同

済むという心労

対照圃場 
行程数：24 
作業時間： 
1hr28min 

ガイダンス 
使用 

行程数：28 
作業時間： 
1hr32min 

切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス

水田ハローによ

対照圃場で、

ガイダンスの作業ピ

重複部分）。

２行程分の作

作業時間はほぼ同じであっ

心労軽減効果

 
 

 

 

切り返し」をしなければならないが、トラクタガイダンス

 

水田ハローによ

、

ガイダンスの作業ピ

。

作

であっ

軽減効果



７. 稲作でガイダンスが活かせる作業は 

 圃場を湛水状態にして作業する「代かき作業」は、すでに作業が終わったのか、これから

作業する場所なのか、水を張った状態ではわかりにくい。トラクタガイダンスを使用すると、

作業軌跡が正確に残るので、重複作業が最小限ですむため、作業能率や効率が向上する。 

モニターに表示された進路にしたがってそのまま作業するので、作業精度や能率が作業者

の技量の差が小さくなる。日没後でも、モニターで確認しながら精度良く作業できる。個人

の経験や勘に頼る部分が少なくなり、集落営農等の多数の作業者が関わる経営体ではより有

効活用できる。 

 

 


